
Y O S A N ONo.116広報よさの

10
2015

●今月の表紙

第 10 回よさの大江山登山マラソン大会（９月 20 日撮影）

●主な記事

02　 小・中学生の活躍

04    アベリスツイス大学 サマースクール留学事業

18　よさの大江山登山マラソン大会   　

　 

水・緑・空  笑顔かがやく ふれあいのまち



紹介します。

小・中学生の活躍！

町内の小学生・中学生の暑い夏を
インタビュー。
皆さん大会が終わり、それぞれの
思いを紹介します！

  加悦学童野球チームに所属し、京都府
女子の代表チームの一員として全国大会
に出場を果たした三村さん。
　「全国大会では、レギュラーとして出
場し、チームは 3 回戦まで勝ち進むこ

とができた。ヒットも打てたし、負けた相手が優勝したので
悔いは無い」と振り返りました。また、「中学校に入っても
野球部に入部する」と決意を新たにしました。

ＮＰＢガールズトーナメント 2015　
京都府代表女子チーム　出場

三
み

村
むら

 莉
れい

 さん　( 加悦小学校６年 )

  近畿大会で、みごと優勝を果たした小牧君。「大
会では自己ベストを出すことができたけど、目
標のタイムを切ることができなかったことが悔
しい」と振り返り、さらに上を目指す姿勢を見
せました。
　また、別日に行われた選考会では、今月 24
日に行われるジュニアオリンピックへの出場が
決まっており、そこでは「3 位に入りたい」と

近畿中学校総合体育大会
陸上競技　男子１年 1500m　優勝

小
こ

牧
まき

 波
は

亜
あ

斗
と

 君　( 加悦中学校１年 )と強くならないといけない」と口にしました。
　今後は、「全中、ジュニアオリンピック出場を目標に今ま
で以上に頑張りたい」と目標を語りました。

　結果について、「いいタイムが出てい
なく、ジュニアオリンピックの出場も逃
したので、満足行く結果ではない」と振
り返る太田君。「２年生の中ではトップ
を目指していたけど、あまさが出た、もっ

近畿中学校総合体育大会　
水泳競技　100 ｍ自由形　出場

太
おお

田
た

 壮
そう

優
ま

 君　( 橋立中学校２年 )

  府大会のタイムより落ちてしまい、満
足行く結果ではなかったと大会を振り返
る亀井君。中学校では野球部に所属しな
がら陸上の練習もこなしていたといい、

「練習はしんどいけど、勝ったときのう
れしさがあるので続けることができた」と語りました。
　高校では陸上競技に絞り、さらに頑張りたいと抱負を口に
しました。

近畿中学校総合体育大会　
陸上競技　男子共通 800 ｍ　出場

亀
かめ

井
い

 祐
ゆう

貴
き

 君　( 江陽中学校３年 )

  京都府の大会を 1 位で通過し、近畿大
会に出場した谷口君。「近畿大会では、
暑さ対策、水分補給など調整の面で失敗
したが、今後に活かせるいい経験となっ
た」と振り返りました。

　学校のある日は 10km を走ることもあるといい、「レース
で練習の成果、自己ベストを出すことを想像して走っている」
と陸上競技への思いを話しました。

近畿中学校総合体育大会
陸上競技　男子共通 3000 ｍ　14 位

谷
たに

口
ぐち

 晴
はる

信
のぶ

 君　( 加悦中学校２年 )

　昨年に続き全国大会への出場を決めた
小林さん。この競技をする上で難しいこ
とは「風をよむこと」といい、そのとき
の風によってスタート位置などを調整し
ていると話しました。

　また、「上位の順位を取れたときが一番うれしい」と話し、
今後の目標を「日本代表選手に選ばれること」と決意を新た
にしました。

全日本オプティミスト級
セーリング選手権大会　出場

小
こ

林
ばやし

 奏
かな

 さん　( 橋立中学校２年 )

　「優勝という結果はうれしいが、記録や内容についてまだ
満足いくものではなかった」と振り返り、まだまだ上を目指
す糸井さんの活躍に期待が高まります。

　競技を始めてから 1 年たたないうち
に全国大会で優勝を果たした糸井さん。
競技を始めたきっかけを、2 人の姉がウ
エイトリフティングをやっていて試合を
見に行ったこと」と話しました。

全国女子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会
63 ㎏級　優勝

糸
いと

井
い

 夕
ゆう

奈
な

 さん　( 江陽中学校３年 )

　昨年に続き、近畿大会への出場を果た
した三野君。「50 ｍ自由形では決勝ま
で残ることができてよかった。しかし緊
張で空回わりしたところもあり、府の大
会より記録が伸びなかったところは悔し

い」と大会を振り返りました。
　クロールを得意とし、週に 6 日は練習をするストイック
な面も見せ、高校でも水泳を続けると話しました。

近畿中学校総合体育大会　
水泳競技 　50m 自由形、100 ｍ自由形　出場

三
みつ

野
の

 獏
ばく

 君　( 江陽中学校３年 )

近畿大会で優勝！
10/24 ジュニアオリンピック出場決定！

世界大会で優勝！
日本代表選手として勝利に大きく貢献！

◎注目アスリート

力強く抱負を語りました。
　小牧君は、中学校では野球部に所属しながら
陸上も続け、家では 10km 近く走ることもあ
ると話してくれました。
　さらに、走ることの魅力について「走ってい
ると気分が乗ってくる、それが楽しい」と口に
しました。
　これまでも数々の大会記録を更新し、中学校
に入ってからは２つの記録を更新したという
小牧君。今月 24 日に行われるジュニアオリン
ピック、また、今後の更なる活躍に期待が高ま
ります。

　アメリカのイリノイ州で開催された少年硬
式野球の全米選手権大会「2015 MCYSA イン
ターナショナルチャンピオンシップ大会」に日
本代表選手として出場を果たした糸井君。 大
会ではキャッチャーとしてレギュラー出場し、
日本代表チームの優勝に貢献しました。
　世界大会で優勝したときの気持ちを「チーム
一丸となって優勝できたことが感動した」と喜

2015 MCYSA インターナショナルチャンピオンシップ大会
日本代表選手　優勝

糸
いと

井
い

 辰
たつ

徳
のり

 君　( 橋立中学校３年 )

びの声を聞かせてくれた。
　実際に世界の選手と試合をし、「外国人選手
は体の大きさ、筋力などが日本人とは違った」
と外国人選手のすごさを感じたと話しました。
　チームの中で糸井君は、３番や６番打者を務
め、守備ではキャッチャーとして、攻守ともに
活躍を見せました。優勝するまでには、８回勝
ち抜く必要があり、「試合を重ねるにつれて自
分の調子も良くなっていった」と大会を振り返
りました。
　今後の目標について、「プロ野球選手を目指
している」と力強く語りました。

　姉の活躍する姿を見てあこがれたこと
がきっかけで競技を始めた武藤さん。今
回の大会を「中学生新記録をねらってい
たが、達成することができなかったこと
が悔しい」と振り返りました。しかし、

優勝し大会新記録を出すなど活躍を見せました。
　競技をする中で「新記録を出すことができたとき、表彰し
てもらうときなどが楽しい」と話しました。

全国女子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会
優勝

武
む

藤
とう

 理
り

恵
え

瑠
る

さん　( 橋立中学校１年 )

※高校生の活躍紹介については来月号に掲載します。
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与
謝
野
町

関
西
国
際
空
港

ド
バ
イ
空
港

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
空
港

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
（
入
寮
）

フ
リ
ー

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
12
日
間
）

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
（
退
寮
）

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
空
港

ド
バ
イ
空
港

関
西
国
際
空
港

与
謝
野
町

上 / アリスツイス大学の関係者らと特別

　　に面会

左 / 旧加悦町時代に贈った桜を見学し、

　　交流の歴史を感じる

月火水木金土日

9：30
　～ 10：30

休憩

11：00
　～ 12：30

昼食

14：00
　～ 16：30

教室での授業

教室での授業

フリー
スペシャル
インタレスト

ソーシャル
プログラム

スペシャル
インタレスト

フリー

フ
リ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

1 週間の流れ

●
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
と
の
つ
な
が
り

　
昨
年
７
月
、
さ
ら
な
る
交
流
に
向
け
て
山

添
町
長
自
ら
高
校
生
６
名
と
共
に
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
を
訪
れ
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
副
学

長
の
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ッ
タ
ン
氏
と
会
談
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大

学
と
の
交
流
を
目
指
し
、
本
町
の
若
い
世
代

の
住
民
に
も
っ
と
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
旨
の
希
望
を
伝
え

た
と
こ
ろ
、
今
年
２
月
、
同
大
学
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
す
る
ま
で
に
至
り
、
そ
れ
を

機
に
こ
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
留
学
事
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学

事
業
と
な
り
、
与
謝
野
町
か
ら
４
名
（
大
学

生
２
名
、
社
会
人
１
名
、
職
員
１
名
）
が
約

２
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
留
学
事
業
を
実
施
す
る
機

関
で
あ
る
同
大
学
国
際
英
語
交
流
セ
ン
タ
ー

が
、
６
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
の
約

２
ヵ
月
の
間
に
実
施
し
て
い
る
講
座
で
す
。

英
国
内
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
講
座

で
あ
り
、
主
に
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
、教
室
で
の
少
人
数
（
最
大
16
人
）

に
よ
る
授
業
に
加
え
キ
ャ
ン
パ
ス
外
で
の
社

会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
複
数
の
コ
ー

ス
か
ら
最
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
択
す
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
と
、

観
光
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
文
化
を
学
ぶ
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

適
当
な
ク
ラ
ス
分
け
を
行
う
こ
と
で
、
受
講

者
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

■
教
室
で
行
わ
れ
る
少
人
数
授
業

　
授
業
は
積
極
的
に
英
語
を
話
し
、
ほ
か
の

受
講
者
や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
を
重
点
に
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

◎
交
流
に
新
た
な
軌
跡

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学
事
業

　
本
町
と
英
国
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
と
の
交
流
は
高
校
生
の
相
互
派
遣
交

流
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
お
互
い
に
10
回
を

超
え
る
派
遣
を
行
う
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
今
夏
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

大
学
と
の
連
携
事
業
の
第
一
弾
「
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学
事
業
」

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。

◎アベリスツイス大学サマースクール留学事業

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学
事
業

７/24７/25７/26７/25 ～ 8/7８/ ８８/ ９ 行程

アベリスツイス大学

少人数授業のプログラム
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す
。
例
え
ば
、
授
業
中
に
分
か
ら
な
い
英
単

語
が
出
て
く
れ
ば
す
ぐ
に
辞
書
を
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、
先
生
に
質
問
し
、
ヒ
ン
ト
を

頼
り
に
そ
の
英
単
語
の
意
味
を
理
解
し
て
い

き
ま
す
。

■
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
ク
ラ
ス

に
は
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

は
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
歴
史
を
学
ぶ
コ
ー
ス
、

２
つ
目
は
映
画
の
撮
影
技
術
を
学
ぶ
コ
ー
ス
、

３
つ
目
は
料
理
教
室
コ
ー
ス
で
そ
の
中
か
ら

最
も
興
味
の
あ
る
コ
ー
ス
を
選
択
し
ま
す
。

授
業
は
火
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
か
ら
実
施

さ
れ
、
世
界
中
か
ら
参
加
し
て
い
る
受
講
者

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
観
光
を
通

し
て
イ
ギ
リ
ス
文
化
を
体
験
し
ま
す
。
授
業

は
水
曜
日
の
午
後
と
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
首
都
カ
ー
デ
ィ
フ
や
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
リ
バ
プ
ー
ル

な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
恩
恵

　
本
町
か
ら
の
留
学
生
は
こ
の
留
学
事
業
の

中
で
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
と
の
交
流
の
原
点

で
あ
る
故
フ
ラ
ン
ク・エ
バ
ン
ス
さ
ん
の「
平

和
へ
の
思
い
」
を
受
け
継
ぎ
、
30
年
以
上
に

及
ぶ
本
町
と
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
交
流
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
副
学
長

の
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ッ
タ
ン
氏
、
国
際
大
学
戦

略
担
当
教
授
の
ガ
リ
ー
・
ラ
ン
ス
リ
ー
氏
そ

し
て
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
責
任
者
の
レ
イ
チ
ェ

ル
・
デ
イ
ビ
ィ
氏
と
面
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
と
の

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
本
町

の
若
い
世
代
の
住
民
に
世
界
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
と
の

交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
旨
を

直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
か
ら
与
謝
野
町
の
交
流
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
友
好
協
会
会
員
の

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
や
ケ
レ
デ
ィ
ク
さ
ん
に

は
、
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン
ス
さ
ん
の
お
墓
参

り
や
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
以
外
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ

中
部
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
一
緒

に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
食
事
を
い
た
だ
く
な
ど
、

与
謝
野
町
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の

特
別
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎原点回帰～交流の歴史に感謝して～
　アベリスツイスとの交流は、第二次世界大戦中、日本
軍の捕虜となり大江山ニッケル鉱山（現在の大江山運動
公園グラウンド近く）で労働を強いられた英国軍兵士フ
ランク・エバンスさんが、昭和 59 年に旧加悦町を訪問
し、大江山運動公園に平和を願う慰霊碑を建立したこと
をきっかけに始まりました。平成４年から友好の架け橋
として高校生の相互派遣交流を進め、年々交流が深まっ
ています。



で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
今
回
も
同
じ
事
を
感
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
在
学
し
て
い
る
大
学
の

こ
と
、
学
部
の
こ
と
、
夢
は
？
将
来
ど
う

な
り
た
い
の
？
ほ
か
で
は
な
い
自
分
自
身

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
い
る
の
に
、
や
は

り
、
曖
昧
で
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
自
分

に
気
付
き
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。
知
ら
な

い
こ
と
は
伝
え
ら
れ
な
い
、
伝
え
ら
れ
な

い
と
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。
交
流
以
前

の
問
題
で
す
。

　
私
は
、
与
謝
野
町
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

に
関
わ
る
活
動
の
中
か
ら
、「
平
和
」
を

尊
く
思
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
平
和
な

世
界
の
実
現
の
た
め
、
悲
し
み
苦
し
ん
で

い
る
誰
か
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
な
人
に

な
る
た
め
、
具
体
的
な
目
標
を
立
て
、
学

習
を
、
交
流
を
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

今
回
、
本
事
業
に
参
加
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
や
る
こ
と
は
と
て
も
シ

ン
プ
ル
だ
が
説
明
を
聴
き
取
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
英
会
話
能
力
を

あ
る
程
度
つ
け
て
か
ら
参
加
し
な
い
と
説

明
さ
れ
た
こ
と
が
何
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま

物
事
が
進
ん
で
い
く
の
で
授
業
に
参
加
し

て
も
勿
体
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
英
会
話
能
力
が
あ
れ
ば

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
で
、
た

く
さ
ん
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
意
見
の
ぶ

つ
け
合
い
で
自
分
の
思
い
を
わ
か
っ
て
も

ら
い
、そ
し
て
相
手
の
思
い
を
理
解
す
る
、

そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ

け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
来
年
度
も
こ
の
留
学
事
業
が
あ
れ

ば
参
加
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
、
来

年
は
万
全
に
英
語
が
話
せ
る
状
態
で
授
業

に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
多
文
化
理
解
が
で

き
る
よ
う
に
日
々
の
英
語
の
勉
強
は
必
要

だ
と
思
う
し
、
ま
た
日
本
で
は
普
段
の
生

活
で
英
語
を
使
う
機
会
、
学
ん
だ
こ
と
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機
会
が
少
な
い
の
も

英
語
を
話
す
の
が
苦
手
な
人
が
多
い
原
因

だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場

を
学
校
で
設
け
て
い
け
れ
ば
よ
り
効
果
的

な
英
語
学
習
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、「
京
都
」
は
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
の
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
留
学
生
や
大
人
の
方
々
に
出

上／昨年ア

ベリスツイ

スで受け入

れをしてく

れた友人た

ちと再会

下／サポー

トしていた

だ い た ス

タッフに感

謝

左／大学レセプ
ションの前で

身
が
京
都
だ
と
言
っ
て
も
全
く
分
か
っ
て

も
ら
え
ず
こ
の
事
実
に
愕
然
と
し
ま
し

た
。
日
本
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
、
私
の
父
が
経
営
す
る
会
社
が
丹

後
ち
り
め
ん
の
生
地
・
小
物
を
製
造
し
て

い
る
の
で
与
謝
野
町
と
関
わ
り
の
あ
る

方
々
に
商
品
の
ち
り
め
ん
製
が
ま
口
ポ
ー

チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
あ

る
日
本
の
文
化
、
今
の
日
本
の
文
化
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
き
、
ど
う
し
た
ら

も
っ
と
日
本
の
こ
と
を
世
界
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

る
さ
と
与
謝
野
町
と
ア
ベ
リ

ス
ツ
イ
ス
の
更
な
る
交
流
、

更
な
る
挑
戦
を
受
け
継
ぎ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、私
は
、自
ら
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
の
難
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
昨
年
の
ア

ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
訪
問
の
後
、

大
学
入
試
等
も
経
験
し
、
自

分
自
身
に
つ
い
て
見
つ
め
、

将
来
に
つ
い
て
考
え
、
少
し

は
自
分
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

和田 楓　わだ・かえで 坪倉 由里　つぼくら・ゆり

◎アベリスツイス大学サマースクール留学事業　研修を終えて

■
成
果
と
今
後
の
展
望

　
昨
年
、
山
添
町
長
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

訪
問
を
機
に
高
校
生
の
相
互
派
遣
交
流
に

加
え
、
新
た
な
交
流
が
動
き
始
め
ま
し

た
。
そ
の
第
一
歩
が
こ
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ

ス
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学
事
業
で
あ

り
、
第
１
期
生
と
し
て
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
英
語
を
学
び
た
い
、
世
界
を
知
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
若
い
世
代
の
住
民
に

充
実
し
た
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
派
遣
事
業
と

は
異
な
り
、
大
学
生
や
社
会
人
の
世
代
に

も
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
と
の
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
１
月
に
は
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大

学
の
学
生
を
本
町
へ
受
け
入
れ
る
短
期
滞

在
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
は

本
町
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
、
ま
た
学

生
の
視
点
を
本
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
お
互
い
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
ベ

リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
が
本
町
か
ら
の
留
学
生

を
支
援
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン
ス
奨
学

金
制
度
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
住
民
に
世
界
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
交

流
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

す
。

授業風景参加者のみんなで集合写真 ソーシャルプログラムに参加する受講者たち

参加者からの報告

町
の
高
校
生
相
互
派
遣
交
流
事
業
で

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を
訪
れ
て
１

年
。
２
度
目
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
町
長
と
一
緒
に
こ

の
町
を
訪
ね
た
際
、
高
校
生
の
６
人
全
員

で
、
留
学
制
度
を
作
っ
て
欲
し
い
！
と
直

接
町
長
に
伝
え
、
そ
の
一
歩
と
し
て
早
く

も
新
し
い
留
学
事
業
の
実
現
に
至
っ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
一
緒
に

行
っ
た
６
人
全
員
の
思
い
、
高
校
生
と
の

約
束
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
町
長
や
担

当
の
方
々
の
思
い
を
背
負
う
つ
も
り
で
ア

ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
目
的
は
英
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

で
し
た
が
、
交
流
の
起
源
は
常
に
意
識
し

て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン
ス
さ
ん

が
若
者
に
託
さ
れ
た
平
和
へ
の
思
い
を
正

し
く
受
け
止
め
、
ふ
た
つ
の
町
の
友
好
関

係
が
続
い
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
ふ

右／副学長らにお土産を渡
し、日本の文化を発信する
一色さん

私
は
、
今
回
の
留
学
事
業
に
参
加
し

て
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
と
与
謝
野
町

と
の
歴
史
を
知
り
ま
し
た
。
も
し
、
フ
ラ

ン
ク
・
エ
バ
ン
ス
氏
が
お
ら
れ
な
か
っ
た

ら
こ
の
取
り
組
み
も
無
か
っ
た
と
思
う

と
、
与
謝
野
町
と
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を
つ

な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン

ス
氏
に
心
か
ら
感
謝
を
述
べ
た
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　
与
謝
野
町
と
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
交
流

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
友
好
協
会
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
と

ジ
ェ
イ
ク
さ
ん
ご
夫
婦
に
は
、フ
ラ
ン
ク・

エ
バ
ン
ス
氏
の
お
墓
や
与
謝
野
町
と
ゆ
か

り
が
あ
る
場
所
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
お

す
す
め
の
場
所
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
普
通
の
留
学
で
は
体
験
で

き
な
い
、
特
別
な
出
会
い
の
一
つ
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
留
学
中
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学

の
学
部
入
学
を
目
指
し
て
い
る
日
本
人
と

偶
然
出
会
い
お
互
い
の
こ
と
に
つ
い
て
会

話
で
き
た
こ
と
や
、
授
業
で
仲
良
く
な
っ

た
中
国
人
の
留
学
生
が
私
た
ち
に
郷
土
料

理
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
た
こ
と
は
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
留
学
を
通
し
て
、
英
語
の
勉
強
は
大
変

で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
多
く

の
経
験
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
の
交
流
が
続

き
、
よ
り
良
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。

一色 規里　いっしき・きり

友好協会のケレディグさんとアベリスツイスの自然に触れる

大学で出会った人たちと
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　 　 アンド・ビルド』羽田圭介／文藝春秋　　　　　●『どうぶつたち
のおやすみなさい』 アンウィットフォードポール／岩崎書店　●『彼岸花
はきつねのかんざし』朽木祥／学研教育出版　●『ざしきぼっこ』武田美
穂／あすなろ書房　●『ジンベエザメのはこびかた』松橋利光／ほるぷ出
版　●『ちっちゃなトラックレッドくん』みやにしたつや／ひさかたチャ
イルド　●『ほげちゃん』やぎたみこ／偕成社　●『声に出して読みたい
小中学生にもわかる日本国憲法』齋藤孝／岩崎書店

A L T リレーコラム  ［ 第 53 回  誰も知らない島 by ナターシャ・ハーパー］ 　 COLUMN　 図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　雑誌リサイクルのお知らせ
  図書館で保存期限が切れた雑誌をリサイクルとして皆さまにお譲りします。お
近くの館（室）で本を借りる際に、ぜひご利用ください。
■日　時　それぞれ開館時間中（午前 10 時～午後６時）
　　　　　＜本　　館＞ 　10 月 30 日（金）～ 11 月  ５日 ( 木 )　
　　　　　＜加悦分室＞　 11 月  7 日（土）～ 11 月 12 日 ( 木 )　
　　　　　＜野田川分室＞ 11 月 14 日（土）～ 11 月 19 日 ( 木 )　
■内　容　●平成 23 年９月から平成 24 年８月末までに図書館で購入した雑誌
　　　　　　53 種類 795 冊（予定）
　　　　　●期間中お１人様３冊まで。予約・取り置き・交換は受付けられません。
　　　　　●お渡しする際には図書館カードを呈示いただきます。
　　　　　●数に限りがありますので、先着順でなくなり次第終了します。　
　　　　　●雑誌タイトル等詳細は館内掲示ポスターおよび図書館ホームペー
　　　　　　ジでご確認ください。

一般書 ●『今すぐ使えるかんたん Windows10』オンサイト／技術評論社　●『ちょっと不思議な絵本の時間おとなが
読みあい語りあう』Ｒｅ～らぶ（高次脳機能障がい者を支援する会）／かもがわ出版　●『欧米に寝たきり老人はい
ない』宮本顕二／中央公論新社　●『ウィメンズマラソン』坂井希久子／角川春樹事務所　●『君の膵臓をたべたい』

住野よる／双葉社　●『院内カフェ』中島たい子／朝日新聞出版　●『永い言い訳』西川美和／文藝春秋　●『スクラップ・

今月の
新着図書

図書館おはなし会
[ 加　悦 ]　  10 月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ]　  10 月 17 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　  11 月  7 日（土）午後 3 時～

Info

児童書

『Little　Selections －あなたのた 
 めの小さな物語　全 24 巻 』
 赤木かんこ編集／ポプラ社

子どもの本では物足りない 10 代の皆さんが
読書の楽しさを味わえる作品を、「本の探偵」
赤木かんこが、ジャンルを問わずテーマ別に
セレクトしたアンソロジー。文学やミステリー
といった短編のほか、マンガも収録。気軽に
手に取りやすく「朝の読書」にもぴったりです。

『司馬遼太郎全集　全 68 巻』
 文芸春秋　
来年で亡くなってから 20 年になる司馬遼
太郎。直木賞受賞作の「梟の城」をはじめ「竜
馬が行く」「坂の上の雲」、エッセイ「街道
を行く」など代表的な作品はもちろん、短
編までを網羅した全集。当館にある一人の
作家の作品を集めた全集のうちでは最も巻
数が多く、チャレンジしがいがあります。

今月のオススメの一冊  

「いつだって、読書日和」10 月 27 日～ 11 月９日は読書週間です。
　インターネットや電子書籍などの電子メディアが当たり前の現代ですが、新しい知識を得た
り、心を動かされるような物語の世界があったりと、今も昔も「本」が、皆さんの人生を豊か
に彩る存在であることに違いありません。
　ぜひ、この期間に「本のある暮らし」をとりいれてみませんか。

　　人形劇を楽しもう
　　 ～秋のお楽しみ会～
　宮津市を拠点に図書館や保育所な
どさまざまな場所で活躍中の「サー
クルたまご」による人形劇を開催し
ます。
　音楽に合わせてダイナミックな動
きを見せる人形の物語をぜひお楽し
みください。
日　時　10 月 31 日（土）
             午後２時～
場　所　知遊館
演　目　『おまえうまそうだな』から    
           （みやにしたつや作 ポプラ社）ほか

南米大陸の間にある「カリブ海」に浮か
ぶ島国であり、他のカリブ海の島国、た
とえば、ジャマイカ、ハイチ、キューバ、
プエルトリコなどと比べると大変小さな
国です。私の国は与謝野町の５倍程の大
きさしかありません。
 バルバドスは日本からとても遠くにあ

り、８月に私が初めて日本を訪れたとき、
４日間かかりました。日本に到着したと
き、私はとても疲れていましたが忙しく
働くうちにすっかり元気になりました。
 バルバドスは赤道の近くにある熱帯の

島で、１年中暖かいです。気温は 23 ～
30 度ぐらいであり、雪が降ることはあ

美術と日本語を勉強しました。大学を卒業した後、私は小
学校の教師になるために勉強しました。しかし、さらに日
本の文化や言語を学びたいとも思っていたので、日本に来
ることができて嬉しく思います。
 私は与謝野町の子どもを教えることがとても楽しみです。

皆さん、応援よろしくお願いします！

与 謝野町の皆さん、はじめまして。私の名前はナター
シャ・ハーパーです。バルバドスという国の出身で、

今年で 32 才になります。ＡＬＴとして２学期から小学校
と幼稚園で英語を教えます。
 日本に来てから、誰かに私の母国の名前を言うと、知っ

ている人は誰もいませんでした。バルバドスは北米大陸と

バルバドスの旗の前で写真を撮りました

りません。バルバドスには多くの美しいビーチがあります。
私と私の友人はビーチに行って泳ぐことや、ピクニックを
することが好きです。バルバドスに来る観光客の多くは、
サーフィンや、ウミガメと泳ぐことを目的にしていますが、
私はそれらをしたことがありません。いつか、それらに挑
戦したいと思っています。

 バルバドスは昔イギリスの植民地であり、リトル・イン
グランドと呼ばれていました。植民地時代からサトウキビ
の栽培が盛んで、サトウキビジュースを発酵させて作られ
るラム酒はバルバドスの特産品です。「マウントゲイ」 は
世界最古のラム蒸溜所であり世界的に有名です。また、漁
業も盛んであり、日本人と同じように魚を食べるのが大好

きです。最も良く食べられている魚は「フ
ライング・フィッシュ（トビウオ）」で
す。「フライング・フィッシュ」は「ク
ク（トウモロコシとオクラを混ぜて煮込
んで味付けし、トマトソースをかけた家
庭料理）」と一緒に食べられることが多
く、とてもおいしいです。
 最後に私のことを紹介したいと思いま

す。私の最も好きなことは歌を歌うこと
です。私や私の友人はカラオケに行くこ
とが大好きです。私は音楽の全てのジャ
ンル、例えばジャズ、ブルース、ポップ
スやクラシック音楽が好きです。また、
美術も好きです。私はアメリカの大学で

の
で
あ
っ
て
も
、
本
来
の
機
能

ど
お
り
使
わ
れ
て
い
な
い
場
合

が
多
い
で
す
。

 

岩
滝
庁
舎
か
ら
加
悦
庁
舎
ま

で
、
路
線
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
煙
出

し
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
乗
っ
た

す
ぐ
か
ら
、
ぽ
つ
…
ぽ
つ
…
と

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

ち
り
め
ん
街
道
に
も
、
煙
出

し
の
あ
る
建
物
が
あ
り
、
比
較

的
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
見
ら
れ
た
こ
と
が
な

い
方
は
、
一
度
ご
覧
に
な
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

肌
寒
く
な
っ
て
き
た
季
節
、

煙
出
し
か
ら
、
家
族
の
食
事
を

つ
く
る
煙
が
出
て
い
た
…
と
、

想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
み
る
の

も
、
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

        

与
謝
野
町
教
育
委
員
会 

お
住
ま
い
の
地
域
で
、

古
民
家
の
屋
根
の
上

に
、
小
さ
な
屋
根
の
よ
う
な
も

の
が
付
い
て
い
る
の
を
見
ら
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
屋
根

の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
で
可
愛
ら

し
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
そ
れ

で
い
て
、建
物
全
体
で
見
る
と
、

外
観
・
意
匠
の
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
り
、
カ
ッ
コ
い
い
で
す
。

 

こ
れ
は
、「
煙
出
し
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。名
前
の
通
り
、

屋
内
の
煙
を
屋
外
へ
出
す
働
き

を
し
ま
す
。
煙
出
し
は
、
イ
ロ

リ
や
台
所
の
よ
う
に
、
火
を
使

う
場
所
の
上
部
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

 

イ
ロ
リ
や
竈か
ま
ど（
お
く
ど
さ
ん
）

が
、
ガ
ス
や
電
気
コ
ン
ロ
に
替

わ
り
、
そ
の
近
く
に
換
気
設
備

が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
煙
出
し
は
、
本
来
の
仕
事

（
煙
を
出
す
こ
と
）
を
終
え
ま

し
た
。

 

そ
の
た
め
、
修
理
で
屋
根
を

葺ふ

き
替
え
る
時
に
、
取
り
外
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

取
り
外
さ
な
い
場
合
で
も
、
雨

や
風
、
雪
な
ど
が
室
内
に
入
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
開
口
部
が
塞

が
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
現
存
し
て
い
る
も

煙出しを備える旧尾藤家住宅
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時の贈り物 ［ 第 83 回　「 煙
けむり

出
だ

し 」古民家にみる意匠と機能］ 　まちの文化財　海の京都特集



平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

水
害(

集
中
豪
雨)

に
つ
い
て
の
備
え

広告

健やか広場　　笑いの健康パワー

　　　　  江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む
第 42 回「虫の病院」
　　　　　　　　　■日時　10 月 23 日 ( 金 )
　　　　　　　　　　　　　　※毎月第４金曜日
　　　　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時
　　　　　　　　　■問い合わせ先 　
　　　　　　　　　　　　　江山文庫　☎ 43-2180

広告白
菊
句
会

秋
日
和

手
機
ト
ン
ト
ン
ト
ン
か
ら
り

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
水

【
開
催
日
】

毎
月
１
回（
月
ご
と
に
調
整
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
場   

所
】

町
立
三
河
内
郷
土
資
料
室

【
講   

師
】

江
原
昭
水

【
連
絡
先
】

江
原
昭
三　

☎
４
２
・２
４
６
６

　普段からの水害の備え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常持ち出し袋の確認、ハザードマップの確認などをする

●避難情報の確認

テレビ・ラジオからの天気予報などに注意し、天気の移り変わりに気
を付けましょう。大雨や洪水等の警報は与謝野町防災無線や音声告知
端末で放送されますので、聞き逃さないようにしましょう。

●避難場所の確認 ( ハザードマップの確認 )

区ごとに、緊急・災害時に避難する場所 ( 学校や集会場など ) が定め
られています。「自分の地区の避難場所がどこなのか、そこへ安全に
行くためにはどう行けばいいのか」ハザードマップなどを利用し、普
段から確認しておきましょう。

●非常用持ち出し袋の点検・準備

例えば、飲料水、食品 ( レトルト・缶詰など )、懐中電灯、ラジオ、
救急箱、ろうそく・ライターなど。
また、大荷物になると避難の際に身動きが取れなくなります。できる
だけ身軽になるよう必要最小限としましょう。

●水害が予測される場合

気象情報・河川の水位の情報、避難情報の確認など最新の情報を常に
把握する。

　昨年の 8 月の広島県での土砂災害、また、
9 月に起きた宮城県での集中豪雨から引き起
こされる水害が発生しており、与謝野町に隣
接する福知山市でも同じような水害が発生し
ております。わたしたちが住んでいる与謝野

町でも、いつ発生してもおかしくありません。
今年は 10 月 11 日に風水害をテーマに町の
防災訓練が実施されます。今一度水害に備え、
何ができるのか考え、町民の一人ひとりが防
災意識を持つようにしましょう。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

笑
い
方
が
免
疫
力
を

効
率
よ
く
あ
げ
る
の
で
し
ょ
う

①
大
声
で
笑
う
こ
と
一
日
５
回
は
「
ア
ハ

　
ハ
ハ
」
と
声
を
上
げ
て
笑
う

②
漫
才
や
寄
席
な
ど
に
行
っ
た
り
、
お
笑

　
い
の
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
て
、
大
い
に

　
笑
う
の
も
お
勧
め
で
す
が
、
１
人
で
見
る

　
よ
り
、
何
人
か
集
団
で
見
た
ほ
う
が
「
笑

　
い
の
感
染
」
で
よ
り
笑
え
ま
す
。

③
自
分
が
笑
う
だ
け
で
な
く
、
人
を
笑
わ

　
せ
る
よ
う
に
楽
し
い
話
を
す
る
の
も
お
勧

　
め
で
す
。

ど
う
し
て
も
笑
う
の
が

苦
手
な
方
へ

　
作
り
笑
い･

笑
う
ま
ね
だ
け
で
も
顔
の
表

情
筋
が
脳
に
刺
激
さ
れ
免
疫
力
が
上
が
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
方
の
口
の
両
端
（
口

角
）
を
「
に
っ
」
と
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
笑
う
門
に
は
福
来
る
～
笑
い
は
百
薬
の
長

な
ど
笑
い
が
健
康
に
よ
い
こ
と
わ
ざ
は
世
界

中
に
あ
る
そ
う
で
す
。
科
学
的
に
も
笑
い
が

健
康
に
よ
い
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
い

最
近
笑
っ
て
い
ま
す
か
？

　
今
回
は
、
笑
う
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
子
ど
も
の
頃
、
お
な
か
が
よ
じ
れ
る
ほ
ど
、

息
が
し
に
く
く
な
る
ほ
ど
笑
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
箸
が
転
げ
て
も
お
か

し
く
て
、
よ
く
は
し
ゃ
ぎ
笑
っ
て
い
る
思
春

期
の
子
ど
も
た
ち
に
出
会
う
と
、
何
で
そ
ん

な
に
お
か
し
い
の
？
と
思
う
半
面
、
う
ら
や

ま
し
く
思
う
も
の
で
す
。
子
ど
も
は
平
均
し

て
一
週
間
に
一
万
回
笑
い
、
お
と
な
に
な
る

と
一
週
間
に
平
均
し
て
５
回
し
か
笑
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
５
回
は
オ
ー
バ
ー
な
話
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
と
な
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
本
気
で
笑
う
機
会
が
減
っ
て
き
ま
す
。

笑
う
こ
と
は
、
最
高
の
健
康
法
で
す
。

笑
う
と
体
が

ど
う
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う

●
体
に
備
わ
っ
て
い
る
免
疫
機
能
が
30
％

　
ほ
ど
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
が
ん
細
胞
を
追
い

　
払
う
白
血
球
の
一
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
が

　
活
性
化
さ
れ
る
。

●
副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
て
血
行
促
進

　
や
緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
温

　
度
は
下
が
り
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
減

　
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

●
脳
や
脳
下
垂
体
に
あ
る
鎮
痛
作
用
の
あ

　
る
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が
、
笑
う
こ
と
で
分

　
泌
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

●
笑
う
と
腹
筋
に
力
が
入
り
ま
す
。
横
隔
膜

　
と
共
に
腹
筋
が
鍛
え
ら
れ
、
便
秘
や
胃
腸

　
の
痛
み
も
改
善
し
ま
す
。

●
食
後
の
血
糖
値
の
増
加
が
抑
え
ら
れ
ま

　
す
。

●
笑
い
は
、
脳
の
深
呼
吸
で
あ
り
、
笑
い
は

　
余
裕
を
生
み
ま
す
。
や
る
気
の
ホ
ル
モ
ン

　
や
癒
し
の
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
も
増

　
え
、
気
持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

１
９
９
９
年
日
本
医
科
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
、
笑
い
と
免
疫
力
を
調
べ
た
実
験

が
あ
り
ま
す
。

　
狭
い
高
圧
酸
素
室
で
、
一
方
の
グ
ル
ー
プ

は
た
だ
横
た
わ
り
、
も
う
一
方
は
人
気
の
お

笑
い
番
組
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
の

活
性
の
状
況
を
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
左
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
、
お
笑
い
番
組
を
見
た
グ

ル
ー
プ
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

お笑い番組を見たら免疫力が上がった

22％

31％

前

42％

17％

後

お笑いビデオを見た人（8 人）
の平均

何もしなかった人（5 人）
の平均

50

40

30

20

10

０

データ：日本医科大学　高柳和江准教授

は
す
ぐ
効
き･

よ

く
効
き
副
作
用
が

あ
り
ま
せ
ん
。
毎

日
笑
っ
て
健
や
か

な
日
々
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

「東京丹後人会」総会の開催

　東京丹後人会は、1889 年に首都圏に在住する丹後出
身者のために設立された歴史ある親睦団体です。
　毎年、総会において旧知の方々との出会いや懐かしい
丹後特産品などを提供しています。今年は、飯田橋のホ
テルで総会懇親会を開催しますので、首都圏在住の親戚

や知人の方にお知らせください。
詳しくは、ホームページをご覧ください。
■日　時　11 月７日（土）受付 11 時～
　　　　　午前 11 時 30 分～午後 2 時 30 分　　　　　
■会　場　ホテルメトロポリタン エドモンド
■問い合わせ先　東京丹後人会事務局　☎ 03-5391-2285
　　　　　　     http://tokyo-tango.jimdo.com/

与謝野町ハザード
マップ QR コード
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岩滝

与謝

与謝の海病院
このバス停を基点に２つの 200 円

エリアに分かれます。（エリアをま

たがって乗車するとプラス 200 円）

伊根町

京丹後市

宮津市

与謝野町

京丹後市方面

福知山市方面
（福知山市域は 200 円バス対象外です）

加悦谷高校前

宮津駅

傘松ケーブル下

野田川丹海前

伊根郵便局前

蒲入
宇川温泉

水戸谷

宮津高校

与謝野駅
天橋立駅

公共交通である路線バスや鉄
道は、利用者運賃だけでなく、
国や府、市町の支援によって
維持されている大切な地域の
財産です。

宮津与謝エリア上限２００円バスの継続公共交通
TOPICS

上宮津公民館

乗
ろ
う
！
お
得
な

２
０
０
円
バ
ス

まちの 話題 お届けします

　平成 25 年 10 月から２年間の社会実験として運行開
始した宮津与謝エリアにおける上限 200 円バスを、更
に２年間（平成 29 年９月末まで）、社会実験として継
続することになりました。利用者 2.0 倍（200 円バス導
入前に対して）を目指して、利用促進に取り組んでいま
すので、皆さまのご利用をお願いします。

２年間の社会実験の結果

＜利用者数＞
上限 200 円バス導入前と比較して
目標の１．５倍を達成しました。

＜運賃収入＞
一方で低料金化により、運賃収入は
約 75％強の水準に留まっています。

200 円バス
導入前

導入 1 年目 導入２年目
（見込み）

300,000

200,000

100,000

0

168,942

251,460
267,000

（単位：人）

交通安全を呼びかけました

記
録
会
最
終
種
目
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

●与謝野町小学生陸上記録会

全力で競技に取り組みました
　９月 30 日に、野田川グラウンドで町内の小学校５
年生・６年生を対象とした、与謝野町小学生陸上記録
会が行われました。
　100 ｍ走や 800 ｍ走、走り幅跳び、ソフトボール
投げ、リレーなどさまざまな種目に一生懸命取り組み、
日ごろの練習の成果を十分に発揮した児童たち。中に
は新記録も出るなど、白熱した記録会となりました。
　また、児童待機テントからは、自分たちのチームを
応援しようと多くの声援が飛び交うなど、盛り上がり
を見せていました。

　～皆さまへのお願い～

　社会実験の結果、利用者数
は９万８千人増えましたが、
運賃収入は導入前に比べ約
１,400 万円減る見込みです。
その減収分は、国や府、沿線
自治体が支援しています。
　引き続き２年間の社会実験
として上限 200 円バスを実
施しますが、今後も路線バス
の運行を継続するためには、
多くの方に利用していただく
ことが不可欠です。
　利用者数 2.0 倍を目指し
て、月１回は公共交通に乗っ
ていただくようお願いしま
す。
　通勤、通学や通院、または
家族や地域の皆さまでのお出
かけの機会にぜひ、ご利用く
ださい。

●交通安全出発式が開催されました

交通安全への意識を高めました！
　9 月 21 日に、ショッピングプラザ「ウィル」を会
場に、「平成27年度秋の全国交通安全運動スタート式」
が開催されました。
　今年は石川保育所の園児たちが参加し、「こうつう
じこにあわないように、こうつうるーるをまもります。
みなさんもやさしいこころで、あんぜんうんてんを、
おねがいします」と交通安全宣言をしました。宣言後
は「橋立レンジャーズ」によるヒーローショーが行わ
れ、園児たちも楽しく交通ルールを学ぶことができま
した。その後、交通安全活動出発式が行われ、宮津警
察署の交通取り締まり部隊（白バイ 1 台、パトカー 5
台）が出発しました。
　最後に、白バイ、パトカーの乗車体験や、京都府警

●与謝野町消防防災フェア 2015

消防・防災を楽しんで学ぶ
　消防・防災の意識の向上を図り、気軽に消防や防災に
ついて体験してもらおうと、与謝野町消防団が主催する

「消防防災フェア 2015」が９月 13 日に野田川わーくぱ
るで開催されました。
　消火体験や地震体験などの体験コーナー、レスキュー
訓練の実演や牛丼の炊き出し訓練、消防・防災に関する
かるたやぬりえなどのキッズコーナーなどさまざまな催
しが行われ、多くの親子連れが訪れました。
　参加した子どもたちは、さまざまな体験を通して消防
や防災について学び、笑顔を見せていました。詳しくは
来月号『頑張ってます消防団』でもお知らせします。

迫
力
の
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
の
実
演

マスコット「ポ
リスまろん」「ポ
リスみやこ」と
のふれあいなど
も行われ、訪れ
た人たちに交通
安全を呼びかけ
ました。

●与謝野町男女共同参画啓発講座

楽しく家族の心地いいカタチを考えました
　男女共同参画社会の実現を目指し、与謝野町男女共同
参画啓発講座が９月 30 日、与謝野町中央公民館で行わ
れました。
　今回は、家事ジャーナリストの山

やま
田
だ

亮
りょう

さんによる「家
事場の男

おとこ
粋
いき

～サラッと粋に、家事をこなす男
ひと

がかっこい
い～」と題された講演が行われました。楽

らく
家
か

事
じ

や家事ワ
ザについてのアドバイス、また「家事は分担ではなく共
同」と話し、キャリアウーマンである奥さんを支えた経
験から講演されました。
　笑いを交えたユーモアある講演で、訪れた人たちは熱
心に耳を傾けていました。

山
田
さ
ん
の
講
演
を
熱
心
に
聴
く
参
加
者
の
皆
さ
ん
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入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名
予定価格

（千円 / 税
抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税

抜）
落札率
（％） 工事期間

8/25 石川浄水場ろ過砂補充工事 石川 ５者 江笠建材㈱ 4,518 3,895 3,895 86.2 H27/9/4 ～ 12/15

8/25 統合簡水加悦上水道配水管布設（算所）工事 算所 ８者 江笠建材㈱ 3,697 3,160 3,161 85.5 H27/9/4 ～ 12/15

8/25 統合簡水加悦上水道大橋配水管仮設工事 加悦 ６者 ㈱三野工務店 1,401 1,202 1,205 86.0 H27/9/3 ～ 10/30

8/25 与謝野町立城山公園テニスコート改修工事 岩滝 ５者 安田建設㈱ 32,998 28,366 28,366 85.9 H27/9/4 ～ 12/28

8/25 明石川改修（その１）工事 明石 ５者 石本建設㈱ 19,078 16,215 16,215 84.9 H27/9/4 ～ H28/3/31

8/25 与謝野町役場３庁舎改修工事 四辻他 ４者 ㈱山添電気 16,530 14,520 14,780 89.4 H27/9/4 ～ H28/1/20

8/25 与謝野町役場３庁舎改修工事監理業務委託 四辻他 10 者 ㈱ 伊 藤・ 梅 原 建
築設計事務所 1,380 - 999 72.3 H27/9/1 ～ H28/1/20
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現
在
、
来
年
１
月
か
ら

の
機
構
改
革
に
伴
う
３
庁

舎
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 

主
な
改
修
箇
所
は
、
野

田
川
北
庁
舎
に
住
民
環
境

課
お
よ
び
会
計
窓
口
が
入

る
よ
う
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設

置
工
事
、
北
庁
舎
の
防
災

倉
庫
を
期
日
前
投
票
等
が

で
き
る
会
議
室
に
転
用
す

る
改
修
工
事
、
加
悦
庁
舎

の
２
階
に
子
育
て
応
援
課

を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、

２
階
ホ
ー
ル
部
分
の
一
部

を
事
務
ス
ペ
ー
ス
に
改
修

す
る
た
め
、
照
明
、
空
調

等
を
改
修
し
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、
課
の
レ
イ

ア
ウ
ト
が
変
更
と
な
る
た

め
、
本
庁
舎
１
階
、
野
田

川
北
庁
舎
１
階
、
加
悦
庁

舎
１
階
の
電
気
配
線
等
工

事
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

各
課
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ

い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

工
事
期
間
中
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 企画財政課 ☎ 46-3084

３庁舎改修工事によりご迷惑をおかけします
機構改革

　
「
与
謝
野
町
ひ
と
・
し
ご

と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦
略
提

言
書　
未
来
へ
の
約
束　

The 
prom

ise for our　

future
　
～
京
都
与
謝
野
の
ひ
と
づ
く

り
、
し
ご
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
～
」
が
９
月
15
日
、
与
謝

野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
有
識
者
会
議
（
杉
岡
秀
紀
座

長
・
委
員
10
名
）
か
ら
山
添
藤

真
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

同
総
合
戦
略
提
言
書
は
、
人

口
減
少
問
題
を
克
服
す
る
た
め

の
総
合
的
な
戦
略
で
あ
り
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
有
識

者
会
議
は
、
３
月
12
日
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
８

回
の
審
議
を
重
ね
、
一
人
で
も

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
伝
わ
り
、「
自
分

た
ち
が
主
役
で
あ
る
」
と
捉
え

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
提
案
書
を
ま
と
め
上
げ

問 企画財政課 ☎ 46-3084

山添町長へ提言書が提出されました！
与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略提言書

ご
意
見
を

募
集
し
ま

す
　
同
提
言
書
を

受
け
与
謝
野
町

で
は
与
謝
野
町

の
将
来
人
口
を

展
望
し
た
「
与

謝
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
間

案
）」
と
、
提
言
書
を
も
と
に

町
と
し
て
策
定
し
た
「
与
謝
野

町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生

総
合
戦
略
（
中
間
案
）」
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。中

間
案
の
公
表

　
各
庁
舎
の
地
域
振
興
課
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
提
出
方
法
】

　
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
各
庁
舎
へ

書
面
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
６
２
９・２
２
９
２　

与
謝
野
町
字
岩
滝
１
７
９
８
番

地
１　
与
謝
野
町
役
場　
企
画

財
政
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
６・４
６
３
０

メ
ー
ルkikakuzaisei@tow

n.
yosano.lg.jp

【
意
見
書
の
様
式
】

　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
意

見
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
限
】

　
11
月
４
日
（
水
）　
（
必
着
）

【
ご
意
見
の
取
り
扱
い
】

　
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
与

問 教育総務課 ☎ 43-2192

新体育館が完成しました！
与謝野町立加悦中学校改築工事

　
９
月
12
日
、
改
築
事
業
検
討

委
員
ら
出
席
の
も
と
、
加
悦
中

学
校
新
体
育
館
の
内
覧
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
体
育
館
は
、
昭
和
44
年
12

月
に
建
築
さ
れ
て
今
年
で
46
年

に
な
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
進

行
し
て
お
り
、
耐
震
診
断
に
お

い
て
危
険
な
状
態
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
改
築
事
業

検
討
委
員
会
の
検
討
な
ど
を
経

て
、
昨
年
10
月
か
ら
改
築
工
事

を
着
工
し
、
８
月
24
日
に
新
体

育
館
が
完
成
、
８
月
28
日
か
ら

学
校
で
の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
新
体
育
館
の
一
般
利

用
に
つ
い
て
は
、
校
舎
棟
完
成

後
の
平
成
29
年
４
月
頃
に
な
る

予
定
で
す
。

完
成
し
た
加
悦
中
学
校
体
育
館

問 企画財政課 ☎ 46-3084

与謝野町での活動を報告します！
地域おこし協力隊通信③

　
こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
第
１
号
の
原は

ら
田だ

美み

帆ほ

で
す
。
与
謝
野
の
秋
は
、
な
ん
と
美

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
黄
金
色
に

実
っ
た
お
米
が
、
夏
の
間
に
蓄
え
た

太
陽
を
内
側
か
ら
放
つ
よ
う
に
、
き

ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
す
。
秋
晴
れ

の
空
の
下
、
美
味
し
い
豆
っ
こ
米
の

新
米
が
私
の
食
卓
に
登
場
す
る
日
を

楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
号
で
も
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
京
都
Ⅹ
キ
ャ
ン
プ
与
謝

野
は
９
月
５
日
、
６
日
と
加
悦
Ｓ
Ｌ

広
場
に
て
夏
の
活
動
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
２
日
目
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
パ
ネ
ル
展
示
や
子
ど
も
向
け
の

絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
お
年
寄
り

り
返
り
、
来
年
度
５
周
年
に
向
け
、

学
生
、
地
域
、
行
政
の
皆
様
で
一
致

団
結
し
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し

た
。
秋
か
ら
も
学
生
の
活
動
は
続
き

ま
す
。
地
域
で
見
か
け
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ね
。

　
そ
し
て
私
の
活
動
は
、
来
年
４
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
へ

と
軸
足
を
移
し
ま
す
。
奥
滝
地
区
で

は
、
椿
と
共
に
あ
っ
た
暮
ら
し
の
風

景
や
物
語
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
に
生
き
続
け
る
千
年
椿
、
そ

の
姿
を
全
国
へ
、
未
来
へ
と
語
り
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

夏の活動発表会！学生、OB・OG、地域の皆さま大集合！！

問 総務課 ☎ 46-3003８   月入札結果

の
想
い
と
技
術
を
紡
ぐ
物
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
リ
と
カ
ボ
チ
ャ
を

使
っ
た
新
商
品
の
試
食
会
、
山
の
活

用
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
山
の
恵
で

あ
る
ジ
ビ
エ
を
食
べ
る
イ
ベ
ン
ト
等
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
初

日
に
は
全
国
か
ら
８
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
が
集
合
し
、
地
域
の
人
を
招
い
て

カ
フ
ェ
を
開
き
ま
し
た
。
ま
る
で
本

当
の
田
舎
に
帰
省
し
た
か
の
よ
う
な

暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
皆
様

と
積
み
重
ね
て
き
た
年
月
が
灯
と

な
っ
た
よ
う
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
夏
の
活
動
を
振

謝
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
に
お
い
て
最
終
的
な

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
お
よ
び

総
合
戦
略
（
案
）
の
検
討
資
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る
個

別
回
答
は
行
わ
ず
、
氏
名
と
連

絡
先
を
除
き
与
謝
野
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
で
の

検
討
結
果
と
あ
わ
せ
て
公
表
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
財
政
課

☎
４
６・３
０
８
４

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
中
間
案
の
概
要
説
明
お
よ
び

ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。
次

の
３
会
場
の
ど
こ
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

【
日
時
場
所
】

10
月
15
日
（
木
）

　
知
遊
館
２
階　

　
研
修
室
１・２・３

10
月
16
日
（
金
）

　
元
気
館
２
階　

　
農
事
研
修
室

10
月
17
日
（
土
）

　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
２
階　

　
研
修
室

※
各
日
と
も
開
催
時
間
は
午
後

　
７
時
30
分
～
９
時
で
す
。

ら
れ
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、「
織
り
な
す
人

を
つ
く
る
」「
創
造
的
に
も
の

を
つ
く
る
、し
ご
と
を
つ
く
る
」

「
ま
ち
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

る
」「
広
域
連
携
に
よ
り
持
続

可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
４

つ
の
柱
か
ら
提
言
さ
れ
、
現
在

の
与
謝
野
町
、
与
謝
野
町
民
だ

け
で
な
く
、
未
来
の
与
謝
野
町
、

与
謝
野
町
民
へ
の
約
束
と
し
て

「
総
合
戦
略
」
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
提
言
書
を
受
け
と
っ
た
山
添

町
長
は
、「
参
画
い
た
だ
い
た

委
員
１
人
ひ
と
り
の
個
性
が
に

じ
み
出
る
提
言
書
と
な
っ
て
い

る
。
１
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し

て
の
魅
力
を
兼
ね
備
え
、
人
の

魅
力
に
よ
っ
て
人
が
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
創
造
的
に
計
画

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

“

“
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与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

1617　広報よさの OCTOBER 2015

平成 27 年８月末現在

人　口 23,098 人（ー 25）

　男　 10,974 人（  － 13）

　女　 12,124 人（－ 12）

世帯数 9,169 戸（ー ８）
※括弧内は前月比

まちのうごき

　
８
月
20
日
（
木
）
に
阿
蘇
霊

照
苑
に
お
い
て
、
残
骨
供
養
慰

霊
祭
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
火
葬
場
で
収
骨
さ
れ
た

あ
と
残
さ
れ
た
ご
遺
骨（
残
骨
）

は
、
場
内
の
慰
霊
墳
墓
に
埋
葬

さ
れ
、
毎
年
お
盆
過
ぎ
に
供
養

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
山
添
町
長
、
和
田

副
町
長
、
阿
蘇
霊
照
苑
の
関
係

者
が
参
列
し
、
哀
悼
の
意
を

も
っ
て
慰
霊
し
ま
し
た
。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

慰霊祭を開催しました

残骨供養の様子

　8 月 30 日に、町染色センターが主
催した染色講習会（マイ浴衣制作）の
講習生が心こめて染め上げた浴衣を披
露するなどして浴衣での一日を満喫し
ました。

　
障
害
者
就
労
施
設
、
在
宅
就
業

障
害
者
お
よ
び
在
宅
就
業
支
援
団

体（
以
下「
障
害
者
就
労
施
設
等
」

と
い
う
。）
の
受
注
の
機
会
を
確

保
し
、
障
害
者
就
労
施
設
で
就
労

す
る
障
害
者
、
在
宅
就
業
障
害
者

等
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
障
害
者

優
先
調
達
推
進
法
が
施
行
さ
れ
て

お
り
、
障
害
者
就
労
施
設
等
が
供

給
す
る
物
品
等
に
対
す
る
需
要
の

増
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

与
謝
野
町
の
平
成
26
年
度
調

達
実
績
は
７
３
３
万
３
０
２

円
（
平
成
25
年
度
調
達
実
績

４
６
９
万
３
９
１
５
円
）
で
、
野

田
川
共
同
作
業
所
で
栽
培
し
て
い

る
九
条
ね
ぎ
を
給
食
に
使
用
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

問 福祉課 ☎ 43-2153

障害者優先調達推進法

染め浴衣制作披露

加悦中学校の改築に伴い、加悦中学校同窓会様より講演台と校旗を寄贈
いただきました。
講演台は８月終わりに完成した体育館に設置、校旗は加悦中学校の生徒
が参加する大会等へ持参するなど、大切に使用させていただきます。

ご寄付いただきありがとうございます

講演台と校旗 同窓会代表の今田会長へ感謝状を贈呈

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、8月16日から9月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

　
９
月
１
日
か
ら
町
内
24
地
区
で

順
次
、『
ご
み
問
題
を
考
え
る
～

ご
み
の
減
量
化
と
有
料
化
を
め

ぐ
っ
て
～
』
と
題
し
て
、
説
明
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
ご
み
袋
の
有
料

化
を
見
据
え
た
中
で
ご
み
の
減
量

化
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ご
み
袋
の
有
料
化
と

い
う
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

ご
み
処
理
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
ご
み
袋
代
に
上
乗
せ
し
て
ご
負

担
い
た
だ
く
も
の
で
、
負
担
の
公

平
化
、
ご
み
の
減
量
化
、
そ
れ
に

ご
み
問
題
に
関
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
与
謝
野
町
の
ご
み
袋
は
、

ご
み
袋
の
製
造
・
販
売
経
費
（
ご

み
袋
代
）
費
用
の
み
、
原
価
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
有
料
化
と

な
れ
ば
、『
ご
み
袋
代+

ご
み
処

理
費
用
の
一
部
』
を
加
え
た
価
格

で
ご
み
袋
を
販
売
す
る
こ
と
に
な

問 住民環境課 ☎ 44-2083

シリーズ⑥ 与謝野町のゴミの現状

り
ま
す
。

な
ぜ
「
有
料
化
」
が
必
要
な
の
か

①
有
料
化
に
よ
り
、ご
み
の
発
生・

排
出
抑
制
や
再
生
利
用
な
ど
ゴ
ミ

に
対
す
る
意
識
改
革
を
促
進
す
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
有

料
化
に
よ
る
ご
み
の
減
量
効
果
は

13
％
～
17
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
処
理
費
用
は
、
与

謝
野
町
で
は
毎
年
４
億
円
近
い
費

用
が
か
か
っ
て
お
り
、
減
量
化
に

よ
り
大
量
の
ご
み
が
減
れ
ば
減
る

ほ
ど
ご
み
処
理
費
用
が
節
減
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
処
理
費
用
に
充

て
る
税
金
の
負
担
も
減
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

②
今
は
、
各
ご
家
庭
が
出
さ
れ
る

ご
み
量
に
関
係
な
く
、
ご
み
を
減

量
し
よ
う
と
努
力
す
る
家
庭
も
そ

う
で
な
い
家
庭
も
、
そ
れ
ほ
ど
大

差
な
く
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
ご
み
処
理
費
用
の
足
ら
ず

は
全
て
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
負
担
の
公
平
化
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
の

努
力
が
報
わ
れ
る
仕
組
み
と
な
る

よ
う
、
ご
み
袋
に
ご
み
処
理
費
用

を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、
ご
み
袋

日　時 場　　所
10 月 14 日（水） 三河内地区公民館
10 月 15 日（木） 岩屋地区公民館
10 月 19 日（月） 幾地地区公民館
10 月 20 日（火） 四辻地区公民館
10 月 21 日（水） 上山田地区公民館
10 月 22 日（木） 下山田地区公民館
10 月 26 日（月）石川農業構造改善センター

を
多
く
出
す
家
庭
は
多
く
負
担
し
、

減
量
化
に
努
め
て
い
る
家
庭
は
負

担
を
少
な
く
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
今
回
は
有
料
化
の
必
要
性
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

説
明
会
で
詳
し
く
ご
み
有
料
化
や

減
量
化
に
つ
い
て
の
町
の
考
え
方

等
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ご
み
有
料
化
は
決
定
事
項

で
は
な
い
た
め
、
説
明
会
に
参
加

い
た
だ
き
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
説
明
会
は
お
住
ま
い

の
地
区
以
外
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

■今後の説明会日程　午後 7 時 30 分開始

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
11/ ２（月）まで

町 府 民 税　第 3 期
国民健康保険税　第５期
介 護 保 険 料　第５期

減量化に努めなくても…。 減量化に努めると…負担が軽くなる

処理費用の負担のバランス
処理費用の負担のバランス

負担の
公平化

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています



 

大
会
結
果

　
（
各
部
門
１
位
の
み
・
敬
称
略
）

１
部
（
23
・
５
㎞
／
男
子
39
歳
以
下
）

　
篠し
の

原は
ら　

孝た
か
し　

（
兵
庫
県
）

２
部
（
23
・
5
㎞
／
男
子
40
歳
以
上
～
49
歳
以
下
）

　
近こ
ん
藤ど
う　
剛つ
よ
し　

（
舞
鶴
市
）

３
部
（
23
・
5
㎞
／
男
子
50
歳
以
上
）

　
森も
り

下し
た　

泰や
す

夫お
（
兵
庫
県
）

４
部
（
23
・
5
㎞
／
女
子
39
歳
以
下
）

　
吉よ
し
住ず
み　
友ゆ

里り
（
大
阪
府
）

５
部
（
23
・
５
㎞
／
女
子
40
歳
以
上
）

　
今い
ま
井い　
敦あ
つ
子こ
（
奈
良
県
）

６
部
（
10
・
０
㎞
／
男
子
39
歳
以
下
）

　
岡お
か

野の　
徹と
お
る（

兵
庫
県
）

７
部
（
10
・
０
㎞
／
男
子
40
歳
以
上
）

　
井い
の
上う
え　
孝た
か
信の
ぶ

（
兵
庫
県
）

８
部
（
10
・
０
㎞
／
女
子
39
歳
以
下
）

　
川か
わ
戸と　
希の
ぞ
望み
（
京
丹
後
市
）

９
部
（
10
・
０
㎞
／
女
子
40
歳
以
上
）

　
高た
か

橋は
し　

幸さ
ち

代よ
（
兵
庫
県
）

PHOTO
TOPICS

第 10 回よさの大江山登山マラソン

1027 人のランナーが駆け抜ける！

　「第 10 回よさの大
江山登山マラソン」が、
９月 20 日に大江山運
動公園グラウンドをス
タート・ゴールに開催
されました。
　大会当日は大江山
縦走コース（23.5km）
の 部 に 508 人、 ち
り め ん 街 道 コ ー ス

（10km）の部には 324
人、チャレンジコース
の 部（3.5km） は 195
人の総勢 1027 人の出
場となり、与謝野路を
ランナーが駆け抜けま
した。今大会はゲスト
ランナーに小

こ
林

ばやし
祐
ゆ

梨
り

子
こ

さんを迎え、ちりめ
ん街道コースを参加者
の皆さんと一緒に走り
ました。
　秋晴れの天候となっ
た大会となり、沿道に
は選手を応援しようと
多くの人が集まり、選
手たちはその声援を背
に受けながら、ちりめ
ん街道・古墳公園と
いった与謝野町の町並
みを楽しみならゴール
を目指しました。
　各コース、各部門
の大会結果（各部門 1
位のみ）は下記のとお
り。

１・２／一斉

にスタートす

るランナー

３／険しい山

道を走る

４／ゲストラ

ンナーの小林

祐梨子さんも

一緒に走る

５／ゴール前

でハイタッチ

２

３

５

発
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